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歴史 三註
Eヨ 簡 -2-

ベ・エリ・ラヴロフ

松井茂雄訳

書簡其の六

文化と思考

批判的に思索する鱈人が，自己を人類の進歩のための可能にして義務ある活動家である

と自覚したものと仮定しよう.そうすれば，彼はこの岳覚の名にかけて，進歩の現実的機

関となるためには，いかに行動する義務があるかという問題が起ってくる.

勿論，先ず第ーに，彼は自己に対して一一自三の知識と自己の力量に対して一一批判的

態度を取らなければならない.設の知識の及ばない活動舞台は，研究するか，さもなけれ

ば放置しなければならない.設の力の及ばない事業は，それを成し遂げるだけの力がつく

までは，手を出さない方が良い.或る活動分野全体が，このように或る留入に開ざされて

いるという訳ではないが，然し役は，この分野に手を出すに当って，次の間題を明瞭に提

起し解決しなぜればならない，一一私は，この分野で，自己の知識と自己の力によって，正

ーに何を為し得るであろうか?この問題を解決してはじめて，現実の課題を理性的に立て得

るのである.

然し，これに着手するに当って，互に相反しているように思われる若干の学説が役の前

・ー・・・・・・ ・ーに現われる.そして，個人主義と社会性或いは友愛iこ対するルイ・プランの有名な見解を

御存じの読者は，私泊三麗史に於て個人に付与した大きな意義を知って，個人主義一ーかつ

て有名であったフランスの社会主義者がこれに付与したこの語の意味でーーに対する偏向

の点で，この書簡の著者に恐らく疑惑を持たれたことであろう.私はこの問題に長く止ま

るつもヲはない.何故ならば，これらは実際上の問題であるというよりは，寧ろ言葉の上

の問題であると考えているから.

ノレイ・プラン辻，次のように語っている(<<フランス革命史入パリ， 1847年，第一巻，

9-10頁)， <<個人主義は， 人間を社会の外に存在するものと見なし・・・設の義務を指摘せ

ずに，役の権利の誇張された意識を彼に与え，彼を彼自身の力量のなすがままに任せて，あ

らゆる政府の代り記， laissez faireを宣言する)).更に彼辻，個人主義は《無政府状態に

よって圧制へ導く)>， と語っている.Jレイ・プランの《友愛》という言葉には，一定の概

念以上に大げさな響が感ぜられる. 然し，この原理に帰せられる志向一一くく将来，神の業

である人体になぞらえて， 人間の業である社会を組織する》という志向から分るように，

友愛の原理が支配している場合の偲人は，プランの見る所では，個々の無意識的身体器官

-ーが意識的な人間的自我に従属していると同じf立に，社会の従属的要素である.Jレイ・プラ

ンが理解しているが如き個人主義は，設の見地からする社会性が倍性を具えた個人を社会・.. . . . 
の利害によって併呑する額向を存しているように，全体の幸福を倍入の利己的利害iこ従嘉

• • • • • • 0・・・
させる志向であった.然し恒人は，社会と自弓を，等しく現実的でしかも利害を競い合う

二つの原理と見なす詩だけ，社会の利害を昌三自身の利害に従属させる.全く同様に，社
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• • • • 会による恒人の{井呑は，社会がその諸毘的を諸哲人に於てではなく，何か或る他のものに

於て達成し得るという想定がある時だけ生じ得る.然し，これはいずれも幻想である.個

人を離れた社会は，何等現実的なものを有していない.明瞭に理解された個人の諾科書は，

掴入が全悼の諸利害の実現に努めることを要求する.社会的諸目的はもっぱら個人;こ於て

達成され得る.それ故に真の社会的理論が要求するものは，社会的要素の鱈人への従属

-・ ・・でもな汁れば，社会による鱈人の許呑でもなくて，社会的利害と個人的利害の融合である.

ーー・個人辻，彼の利害にタトならぬ社会的利害の理解を深めなければならない.又彼は，真理と

正義を社会的諸形態の中にもたらすことに自己の活動を向けなければならない.何故なら

ば，それは何等かの捨象的志向ではなくて，-最も身近かな利己的な彼の利害だからである.

この段階に於る個人主義は，個人の志向による全体的幸福の実現となるが，全体の幸福は• • • これ以外の方法では実現され得ない.社会性ほ，社会生活に於る極人的諸目的の実現とな

るが，信人的諸自的は他の何等かの環境では実現され得ない.

かくして，哲人の現実の課題は，若し:伎が批判的に思索する語人であるならば，彼の利

害を社会の利害に対立させはしなし¥然し，進歩の条件のこれら二つの半蛋は一つずつ別

個に完成され得るとも考えることが出来よう.個人の発達と個人による社会的諸形態への

真理と正義の具現化とは，想像の上では別留のものとなし得る.そこで，さまざまな思想

家がさまざまに解決してきた課題が生ずる. 次の如き問題が生ずる，一一人間は，彼を取

り巻く社会的諸形態とは無関係に，個人的完成をその自的とし，且つ，社会的諸形態、が設

の諸要求と一致する場合にのみ社会生活に参加することによって，主として自己の人間完

成に努めなければならないのであろうか?それとも彼は，その中で生活せざるを得ない社

会的諸形態が極めて不満足であり，且つ，彼の活動が極めて取るに足らぬものであるにし

ても，現在と将来のために出来るだけ良い諸成果を所与の社会的諸形態から創り出すこと

に，主として昌己の活動を向けなければならないので、あろうか?

ひたすら一方のみに嬬したこの二つの解決は，倍入とその活動を歪めることになる.個

人は，自己の道徳的理想、を立てる際に，社会の生活の歴史的条件全部を，その全一性と多

様性において考恵することは，決して出来ない.それ故に，調人の諸理想、は，常に歴史的

現実より逢かに高いであろうし，又高くなければならない. 従って， 個人は多くの場合，

社会活動から遠ざかる理虫を持つであろう.個人が，より発達し，より完成していればい

る程，益々早く社会活動から遠ざかり，且つ，無益な皮肉をたたえ手を挟ぬいて，さまざ

まな出来事が次から次へとそれなりに進行してゆくさまを一一つまり，彼より道能的発達

のおくれた諸留入が，それらの出来事を処理してゆくさまを一一眺めることになるであろ

う，このような自己完成は，社会的無関心主義に異ならないであろう.黙し，このことは• • それ自体矛着している.たとへ雀かでも社会悪を正し得た時に，そのそばを冷淡に通り過

ぎ得る個人は，一切の現実的なものから遠ざかり，空疎な思考力とか，存名な諸法尉のス

コラ的で全く無益な蓄穫とか，或いは神務的な自己退大視以上の何ものをも，昌己の中に

発達させ得ない.加うるに，若しこの留人の生活している環境が，周密のすべてに批判的

-・態度を取るまでの発達を彼に可龍ならしめたとすれば，この環境は，もはや絶対に悪い訳

で誌ない.第二の者・第三の者もここで発達し得る，同ーの諸条件が彼等に現われさえす

ればよい，部ち，最も拘束的・圧追的な諸形態をこの環境に於て除去しさえすれば，ここ
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ーーではより良きものが可能で、あり，若し個人がこのことを理解しないとすれば，彼が，自己• • • • • • 自身を十分発達させず，唯発達しているようむ見えるにすぎないということになる.

然し，所与の社会的諸形態に完全に適応していると，知らず知らずの中に自己をこれら

の藷形態に服従させてしまう.次第に少なくなってゆく自己の活動の成果に満足している

と，終には成果が全くなくとも満足するようになる.かかる際に，社会活動家の落ち行く

先は，輪の中を走る栗鼠・又は空の部屋で熱弁を振う雄弁家の橿めて望ましからぬ段賠で

ある. 自己の活動面で所与の水準以下に落ちてはならないということを内容とする個人的

価値の要求を放棄すれば，個人は自己完成を放棄するだけではない，役が社会に利益をも

たらしているのか，それとも害悪を流しているのか，又設がこの社会に生産者として生活

しているのか，それとも寄食者として生活しているのかということを，判断する能力まで

も放棄するのである.

上述の二つの要求は，互に53!Jち難く結びついている.飼入は，現実的なものの批判にも

とずかずには，全面的に発達し得ない.現実的世界一一自然の批判は，白地の活動の絶対

的限界・抵抗しでも無意味な不可避的諸法関を， 人間に指し示す. 現実的過去一一歴史

一一ーの批判は，人間が控のあらゆる同時代人と共に立っている不可避的基盤一一基盤その

ものをそのあるがままの姿で考慮に置くという条件つきで、改造を許容する基盤ーーを人間

に評価させる.現実的社会の批判は，進歩に対する自主的志向を有する人々を，能人の思

想で生活している人々や反動の擁護者共から1.K53IJし，主要な妻、を第二義的な悪から，今日
-ーの問題を明日まで延せる問題から区別することを人間に教える.現実的自我の批判は，自

己卑下と慢心をまじえずに自己の力を量り，自己の行為を決定することを，人間に可誌に

する.然し，これらすべての批判形式は，信人そのものの発達に外ならない.それと同時

に，若し個人が本当に真剣に社会的苦悩と社会的諸問題に参加しないならば，若し設の批

判が有益な活動の端諸とならないならば，これらの批判形式は不可能であるか，或いは幻

想である.

他面から見れば，社会活動は，自己発達一一自己自身・自己の力・自己の知識・自己の

信念・この信念を守9抜く自己の手腕と自己の決意の絶えざる検証一一ーがあって辻じめ

て，人間的な意義を有する.活動の中で力誌鍛えられ成長する.生活の経験とその諸課題

は知識を増大させる.闘争の中で信念とそれを守ワ抜く力は強くなる.岳己が社会的事業

に参加しているという意識が既に，発達を誘発し強記する基盤である.悟人が社会生活と

の相互作用の中で、のみ正常に発達し得る如く，有益な社会活動は，それに参加する諾個人

の自己発達があって始めて生じ得る.

正にこのことは，社会生活に参加する場合に，個人の踏み越し得ないー譲を劃するもの

であって，この殻界を越えると個人はその伍植を失わざるを得ない.社会的関心を活気づ

け，その水準を高める可能性がまだある所，生活機構の中に人間性を持ち込み，思考を眼

覚めさせ， 信念を強冨にし， {忌裕な悪、に対する憎悪の情を刺戟する可能性がまだある所，

かかる所では，担人は社会的進歩の活動家達の陣列に加わり得るし，又加わる義務を負っ

ている.然し，搭悪なるものが，一個人の力で1立引き裂き得ない織物を自己の周囲iこ織り

なしたことを，若し錨人が吉覚したならば，若し担人が，事業のために他の人々の協力を

必要としているのに，それらの人々が彼の要求を少しも問題にしないで，社会に巣食う寄
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食者として生活しているならば，若し，紙の濫費・形式主義・追従が，国家の利益に関す

る官吏達の考えをことごとく押し殺してしまったならば，若し軍人が，教練や関兵式の擦

に，正確な歩度や真直な隊7iJのみに気を取られて，自己が人間であり市民であることを全
く忘れ去ったならば，若し社会的集会が，値人的敵意・鱈人的つながり・蟻特有の関心以

外の一切に対して耳を薙さないならば，若し悪が社会にはびこり，臆病と卑劣が悪の前で

援をふさぎ， 卑屈にもこれに拍手を送るならば，一ーかかる時には， 理性的で意識的では

あるが無力な活動家に残された道は，この底なしの泥沼から一一出来れば一一身を避ける

ことである.彼は，力が足りないために，社会的悪をほんの僅かも搾し止め得ない.黙し，

少くとも彼は，悪の継続と強化にその力を用いないであろう.彼は，社会的な妄球魯鈍の

中;こあって，私が前の書簡で述べた進歩の伝統の吾立たぬ維持者達に加わるであろう.社ー.. . . 
会的生活への彼の参加が可能になる時が恐らく来るであろう.若しその時が来ないとして

も，彼は真理と正義の伝統一一役の意識の中にだけ存在し，役が実際に具現色し得なかっ

たし，又具現イとする能力がなかったものーーを次の世代に手渡すであろう.この場合，設

が悪全般に捻ずかず， その手段とならなかったこと自体が， 或る種の功績をなしている.

よりすぐれた理解・より大きな精力・よ9大きな力量を有する飽の者は，恐らく，ここで

も積極的な活動家たり得，闘争し得るであろう.そして，たとえ敗れたにしても，他の人

々に関争の手本を遺すであろう.皆が皆同等の力を有しているのではない.所与の時代に

ーー・・所与の諸条件の下で発達しながら，社会悪から遠ざかり，それに批判的態度を取り，自己

の信人生活面でそれを斥け得る人々も，時々例外として存在している.

然し， 行動の可能性が現われるや否や， 社会に闘争と生活の諸要素が存在するや否や，

発達した人間はこの爵争から遠ざかる権利を有しない.泥々の水溜9の中で，道を見付け

出すのがどれ程厭わしくとも，矢張りそれを見付け出さねばならない.百人中一人か二人

の生活に誤党め得る者を見出すために，多数の半人間とも云うべき人々の中を探し廻るこ

とがどれ程尼介なことであっても，矢張り探して歩かねばならない. うまくゆかないこと

が多いであろうと云うことは，あらかじめ分っている.新たな思想、に務達し得るように患• • • われる人々ですら，多くの場合，卑劣或いはつまらぬ衝動に題して，脂ぎった薙物に飛び

付いたり，或いは空疎な約束に釣られて事業を犠牲にしたりするであろう.多数の者が説

落するであろう. 多数の者が四散し去るであろう. 更に多数の者が，個人的な不和から，

時には戦の真最中に，旗印を捨て去るであろう.進歩的諸理念とそれらのための坂借なき

関争の宣伝家達が，これらの諸理念を実際に，そのきびしい現実的状況において見て，そ

れらが紙の上ではあれ程美しく穏やかでしかも邪気のないものであったということ自体に

仰天し，自己の過去を否認し，かつての自三の同志と追随者達を否認し，冷かし半分の孫

立した不平家・生気のない臆病な詰らぬ人間に成ヲ下るであろう. 語人的欲得のために，

自己の過去を裏切る車顔無恥のやからも現われるであろう.爵争に打ちかつ可詑性そのも

のが変孔進歩の擁護者の陣営が最高度に結束を毘め且つ不敗であると思われる時に，突

然，これが幻影に過ぎないことが分孔僅か二三の前衛的な活動家が弾迂を蒙むると，唯そ

れだけのことで，まがい物の進歩の騎士達が片需に姿を露し，旗印を裏切ったヲ否認したり

することが，分る場合もある.勿論，このようなこと辻，どれもこれも不愉快撞まることで

ある.然し，若し進歩の戦士達が勝ってばかりいなければならないとすれば，彼等の事業
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は余りにも易し過ぎるというものであろう.ともかくも，闘争に勝つために辻，歴史的過

程によって現在各人に与えられている環境の中で行動しなければならない.正にこの環境• • で， しかも摂前;こ切迫している戦闘の性黄そのものにとって出来るだけ有利な武器で武装

しなければならぬ.戦線を離脱する権利があるのは，自己の無力を意識している者だけで

ある.自三には力があると威じ又は考えている者は，活動舞台を拡大する何等かの可能性

がある持に，些綿な偉人的活動舞台にその力を費やす道徳的権利を有しない.発達した人

聞は，この発達のために人類が費やした移だしい代償を，自己の発達の増大に応じて益々

多く返済しなければならない.それ故に彼は，彼の力の及び得るだけ広汎な社会的活動舞

台を選択する道徳的義務を負っている.

このことから，次の如き問題を明らかにする必要が生ずる，一一複雑な社会機構の中で

いかなる諸要素が行為の基盤をなし，いかなる諸要素が活動の手段をなしているのか?多

少とも輝やかしいが，それ自体として辻死んでいる形態はどこにあり，又生きた力はどこ

にあるのか?

欲求は， 有機界の諸過程一一謹物の生長・動物の繁殖ーーを条件ずけている. それは，

生理学・人関心理学及び社会学の最も重要な諸問題中の一つである.又それは，あらゆる

歴史現象を説明するための不可避的出発点でもある.意志作用のある所ではどこでも，行

為の根底に欲求が存在している.それ故;こ，霊史的諸現象のあらゆる要素辻，諸iWl人の多

撞多様な欲求に帰せられる.欲求は万人に共通の事実であるが，各人の生理的・心理的特

質の多様性が， これらの欲求によって呼び起される志向の多議性を生ぜしめる. ここで，

既に二種類の欲求の区別を指摘し得る.

二者の中あらゆる生物に共通な諸欲求は，無意識的或いは殆んど無意識的な史射的行

為・初歩的な環境適応技術を生ぜしめ，動物界に於る多種多様な本龍を発達させ，一方人

聞社会に於ては，我々が習慣と呼ぶ一切の行為，人間生活において'讃習に嘉する一切の行

為を生ぜしめる.これは人間が，何故このようにして外の方法でしないのかということを

全く考えないか，或いは殆ど考えずに，機械的に行なう行為で，これに対して辻唯次の如

く説明し得るiこ退ぎない，一一《私は，こうすることに慣れてしまったのだ》 とか<<これ

はこのようtこするのだ，これは何時もこのようにされてきたのだ，これはこうすることに

なっているのだ》等々.私が既に述べた所であるが，この種の生理的・習環的欲求は，動

物界全部門の通性であって，他の背樟動物或い辻無背椎動物から何等入閣を豆JjIJするもの

ではなく，最下等の類に於てさえも一一つまり，議・蜂及びこれらに近い生物の社会に於

てーーそのあらわれの極めて驚くべき実例を見企ている.これらの欲求は，社会生活に於

る最も強国な，若し次の如き表現が可能ならば，最も自然主義的な要素である.それらは，

人類史の摂患に横わる不変の経済的・統計的諸法期，及び国家とその文明の形高下的諸条

件の相互確定を討与している.それらは，最初の技術を，従って一一最初の知識をも生ぜし

める.それらの影響によって，他の諸動物と同じように，人々の最初の親近イとが発生する.

ここに源を発する社会生活は，既に文化的生活であり，欲求なしには到麗考えられない人

間は，正にこのことによって，何等かの文明なしには到底考えられない.人間は，昆虫と

脊椎動物の若干の自己の仲間違と等しく，文化的動物の一つである.

最初の語性{とされた諸志向と共に，一軍護雑多様で一層共通性の少ない第二種の欲求群
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が，有機界にあらわれてくる.この第二種の欲求群は，背椎動物の高度の諸部門(鳥類と

晴乳類)にのみ幾らか明確な形で存在し， しかもそれらの生物中の若干の科・属・種にの

-ーみ完全に形成され，自由意志によると思われる選択の中に，愛着と嫌悪のさまざまな靖緒

の中に現われる.これらの情緒は，全く同じような状況の下で完全な無関心から抑え難い

情熱に一一個悼をして自己保存を忘れさせ，その他すべての欲求を訴えて，時には全く狂

気じみた行為，又時には精妙な計算に基いた行為を生ぜしめ，人間にあってはとロイズム

又は犯罪の形であらわれる情熱に一一移る諸志向の変9やすさという点から考えて，一般• • • 的な欲求に帰着させる訳にゆかない.この第二種の稽緒的欲求は，諸個人の私的伝記に於

て大きな役割を演じているが，全体としての人類の歴史に於ては，ごく震かな役割しか演

じていない.イ可故ならば，人間の永からぬ生命は，彼等が非常に有力な地位に置かれた場

合でさえも，自己の諸清緒の歴然たる痕跡を社会生活の中に残すのを妨たげるからであ

る.これは， '1;青緒が，その本質そのものから云って，あらゆる個人に於て変りやすいもの

であり， しかも多くの場合，共存する諸信人の多様な諸情緒の中でそれらの力が平衡を取

りあっているので尚更である.

生理的・習境的諸欲求は，あらゆる文北を，蜂房又は蟻塚の如き永久に反覆される諸形

態に導くであろう.構緒的諸欲求辻，個人的ドラマを生ぜしめるであろうが，歴史を創造

し得ないであろう.歴史は，思考活動の影響によって，はじめて発生する.歴史は，今一

つの新たな種類の諸欲求によって条件ずけられる.それは人間だけに見られ， しかもこの

人間の中でも，あまたの世代の苦摘が例外的発達を可能にした諸恒人の小さな集団の中に

だけ存在する.それは進歩的な，壁史的な諸欲求，発達の諸欲求である.
-・実に最初の技術と最初の利益の考患が，患考の活動を表わしてお!J，社会の文化はその

思考の発達に応じて多様イとしてゆく.思考活動の影響によって，欲求は増大し欲求は変化

する. 考慮が，本能的欲望を排除する多数の合目的行為を生ぜしめる. 欲望そのものは，

情緒と情熱の形で，清緒の最良の満足のために熟考された行為の源泉となる.最後に，思

考の批判が， 本語的欲望の満足ではなくて， 欲望そのものに向けられる部面が現われる.

このような場合，思考は幾つもの欲望を詑較し，思考の批判によって決定された錨値に応

じてそれらを分類する.他方では，思考そのものが愛すべき吾的となって構緒を剥戟する.

思考の所産に向けられたこの構緒の満足は，新たな純粋に人需的な最高の欲求となる.心

を魅する昌的・探求すべき真理・望ましい道徳的善としての思考を泊養すること自体が，

発達した信人にとっての欲求に変ずる.昌的としての発達一般を考患に量いた絶え間ない

批判活動によって，あらゆる欲求と欲望は，良い欲望と悪い欲望・高い欲求と抵い欲求に

区分され，さまざまな位置に配置される.利益とは無関係に，真理と正義の面に於る欲求

が現われる，つまり科学と芸術の基盤が創造される.生活の藷理想、を打ち立てて，道徳的

生活によってそれらを具現化しようとする欲求が現われる.人聞は，自己の欲望・自己の

欲求に抵抗し，理念・観念・生活目的に，時に辻幻想、にーそれらすべてを犠牲にし，し

ばしばそれらに対する批判を考えることすらなしに一一完全に身を任せ得るようになる.

文化に立脚した思考活動が，科学・芸術・道徳の諸要求によって社会生活を条件ずけた時

始めて，文化は文明に移行し，人間の歴史は始まった.

或る世代の居、考活動の諸結果は，それに続く世代にとって，単に思考だけの領域に残る
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のではない.それらは，生活習慣・社会慣習に変る.このような形でそれらを伝承した人

々は，それらの発生に関心を持っていない.いかに深遠な思想、でも，習慣的又は慣習虫色に

くり返されるものは，人類にとっては，海狸と蜜蜂にとっての海狸と蜜蜂の習慣的行為以

上に高い現象ではない.最初の斧，粘土から始めて造った素焼の壷の発明は，初歩的な技

術的思考の巨大な成果であった.黙し，現代の人類は，鳥が巣を作るように殆ど無意識に

斧や壷を使用している.最初の新教徒達は，カトリック寺院の絢競豪華を避汁，自分達の

伝道者の周囲に集りながら，明らかに意識された思考の影響下に行動した.一方現代の彼

等の子孫達は大部分 s曜のお説教を聴きに，カトリック寺院ではなくて新教の寺院に行

くが，それは唯後等の父祖達が同じ教会に通い，同じ説教を聞いたからに過ぎない.それ

は了度，コウノトリが渡りの旅から戻って，去年と同じ屋根にみこしを据えるのと間接で

ある.人間の高度の思考領域に於てさえも，同じ現象がくり返されている.長持ち，現代の

教師と現代の生徒泣，均衡と挺子の京理に関するアルキメデスの患考・万有引力に関する

ニュートンの思考・化学比例の法員IJに関するフ勺レーストの思考・需要と誤給の法則に関す

るアダム・スミスの思考をくり返している. 然し， このようなことが行われているのは，

生きたき主的な智的欲求が，所与の瞬間に人間を必然的に所与の問題へ導き，且つ，この

問題に対しては也の答ではなくて正にこのような答を必然的に生ぜしめるからであるとい

うよりは，寧ろ，このように学んできた，このように学んでいる，このように学ぶべきだ

としづ教育上の慣習による方が，逢かに多いのである.海狸ですら同様の教育的・技術的

慣習によって，樹木を伐り担jし，樹皮をはぎ，それらを浮送して自分達の住岩を建設して

いるのだということを，考えて見る必要がある.一般に，習慣と漬習の形に於る父祖達の

文明の一部は，子孫、達の生活に於ては，動物的な文化的要素に外ならない.新たな世代の

思考は，この第二次形成の習標的文化に対して批判的態度で臨み，社会が拝滞に陥いるの

を防ぎ，且つ，伝承的習漬とi貫習の中から，真理・美・正義の道程で将来の思考活動の可
能性あるものを見分け，残りの全てを存在意義を喪失したものとして捨て去り，思考活動

によって生気づけちれる新たな文生機構として新たな文明を作ヲ出すようにしなければな

らない.

人類の各世代に於ても，間接のことがくり返されている.各世代は，文化的習慣と震習

によって著しく制約される欲求と欲望の総体を， 自然及び歴史から受けとる. 各世代は，

生活のしきたりと継承した社会制度・手工業・!日守的技術によって，これらの欲求と欲望

を充足する.これらすべてが，その世代の文化，つまち人類の生活に於る動物的要素を成

している.黙し，あらゆる文明の継丞した習漬の中には，批判の習漬が含まれており，正

にこの批判の習慣が，歴史の人間的要素・発達の欽求とこの欲求を考慮、に入たれ思考活動

を生ぜしめる. 科学の批判は，世界観の中に一層多くの真理をもたらす. 道徳、の批判は，

科学と正義の応用を生活の中に拡大する.芸術の批判は，真理と正義を一層完全に体得せ

しめ，生活を一憲諜和あるものにし，文化をー屠人間的に復美なものにする.文化的原理

が社会で優越し，思考活動が抑圧されるだけ，それだけ社会は，その文色がどれ程輝やか

しくとも，蟻や黄蜂の体昔話に接近してφく.その棺違点は，唯欲求と欲望の程度と形式の

違いに過ぎない.社会に於て，思考活動，すなわちその文化に対する批判的慈度が強力で

あるだけ，それだけ社会は，一層人間的であり，下等な動物界から一層遠ざかる，たとえ
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思考活動・現存秩序に対する批判によってまき起される闘争が，殊更に悲しむべき諸惜勢

を招来し，社会革命又は智的革命の手段に訴えさせ，社会の安寧と秩序を破壊するとして

も，未来に於る大多数者のための安寧と秩浮のよヲ良き保障が，一時的動揺と謁乱，革命

の手段によってのみ購われ得る場合は，極めて多い. トラシュブロスが，アテネの追放者

達と共に，三十人の潜主達の寡頭政治に抗して裡国を立ち上らせるためにアテネiこ現われ

た時，勿論設は動揺と混乱を引き起した. 15世紀の人文学者達と 18世紀の実在論者達

が， スコラ哲学者達と爵争を交えた時， 彼等は諸学派の中}こすさまじい混乱をまき起し，

識者達の間に恐るべき無秩序を引き起した.北アメリカのイギリス植民地が本国から離脱

した時，これは明らかな動乱であった.ガリパノレジーが千人の部下と共にシシヲーの岸辺

に到著した時，秩序に対する尊敬など露程もなかった.ダーワインが，不変の種諜念の偶

像をくつがえした時，設は動植物の分類を混乱に路し入れ，その根底を破壊し去った.然

し，アテネの自虐，新たなヨーロッパの科学，北アメリカ共和国の政治理想，ナポリのプ

ルポン王朝の顛覆，有機界発達の壮大な普遍化のためには，若干の混乱と動揺を代債とす

る極笹があったのである.

社会の文fとは，歴史によって患考活動に与えられ，所与の時代にこの思考活動にとって• • • • • 可能なものを一ーいっいかなる持にも自然の不変の法則がこの思考活動に限界を設けてい• • • ると同じ不可避性をもって一一条件ずける所の環境である.患考は，社会的文先に人間的

価笹を付与する唯一の罪動力である.文生によって制約される患考の壁史は，思考の影響

によって変色する文化の歴史との関連に於て，文明史全体を講成する.文化と思考の歴史

をそれらの相互的関連に於て明らかにする諸事件のみが，人類の理性的歴史記加わり得る.

欲求と欲望は，自然によって付与されるか，或いは文化によって生み出され，社会的諸

形態を生ぜしめる.これらの社会的諸形態の中に真理と正義をもたらすことが，思考の為

ー・すべき仕事である.自然が社会的諸形態に付与したものを， 思考は変えることが出来ず，

唯参考にしなければならないだけである.思考は，食物や空気に対する欲求を人需から奪

い得ないし，性欲を絶つことも出来ない.又子供が大人と共存しないようにすることも出

来ないし，自らの伝播作用を変えて個人が思考の不可避的機関でないようにすることも出
-・・ーーー来ない.然し，文化によって社会的諸形態の中にもたらされたものはすべて，思考の批判

に寂さなければならない.文千七は，不変の法則としてではなく，歴史的に与えられた環境

として，思考活動の擦に考恵されなければならない.種々の時代の文化を比較してみれば，

文生の極めて基礎的な諸要素も，どれ程変り易いものであるかは，容易に察しがつくであ

ろう.それにも拘らず，所与の文化の支配する時代に生活した人々にとっては，この丈記

は，全ての人が，自己の活動の環境を変える可能性なしに，行動せざるを得なかった環境

であった.岳然的欲求と欲望は，思考の批判の影響の下に，所与の文化状態で達し得る最

大量の真理と正義を内包する社会的諸形慈を作り出さなければならぬ.•• •••••• かくして，我々の前には明確な進歩の課題がある.即ち，文化は思考によって改造され

なければならない.我々の前には，同じく明確で唯一の現実的な進歩の原動力一一昌己の• • 力と，それによって達し得る事業を決定する個人一ーがある.悪考は， 1国人に於てのみ現
実的である.文化は，社会的諸形態に於て現実的である.従って，個人は，自互の力と昌

-ーー・・・己わ諸欲求とを持って，社会的諸形態とまともに向い合っているのである.
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書簡其の七

桐入と社会的諸形態

個人が，自己の現実的諸儒題の中で最も重要なものを解決した，つまり，設が自分の力

を量り，自分の事業を決定したと仮定しよう.

援の訴には，種々の社会的諸形態が存在している.これらの諸形態が，その本質註びiこ

広さの点で，真理と正義に関するある人の諸信念と一致している場合があり得る.そのよ

うな時には，伎は幸福である，一一役は，これら諸形態の中で，それらと争わず，それらに

-ー拘束されずに，行動し得る.設は幸福である.然し，伎にはこの場合，自分を進歩の活動• 家と見なすべきものは存在していない.批判的に思案する恒人としての彼は，その有益さ
の点で，批判的に思索しなし、地の諸信人と異なる所がない.逆らい得ない進歩の波が，彼

等を悉くさらってゆくであろう.唯伎は，どうなるかを外の者より良く識ってレるだけで

ある.

然し.これはシャハラザードの物語なのだ!一体，何時，どこで，すべての社会的諸形

態が，かなワ控え目にさえ科学位と正当性の諸要求を充たしたであろうか?若し個人が，

自己の毘囲到る所に善，諮る所に福祉，到る所に道理を見るとすれば，設は自分が多くの

ものを批判的に熟考せず，不注意或し、は生来の道徳的近視の故に多くのものを見落した，

と確信して間違いない.十分批判的に思索する倍人となるためには，彼には決意が足りな

いか，でなければ力が足りないのである.

批半Ij的iこ豆、索する者が熱烈に求めるものは，存在する善を楽しげに観察することで誌な

くて，この善の終る摂界一一部ち，進歩に対する敵対的力又は径悪， 113漬塁守としての悪

が始まる境界である.自己の中iこ人格を語養しなかったすべての者は，立派な人々をその

立派さに志じて十分嘆賞するがよい，浮世のさまざまな居心地よい片隅をその心地よさに

応じて十分楽しむがよい，さまざまな楽しい生活の集いをそこで味えるだけ楽しむがよい.

人格を持たないこれらの人々にとっては，それが当黙なのだ.設等には自主的な斗争は不

可能なのだから.

然し，批判的に思索する者は，立派な人間がどこで立派な人間でなくなるかを探し出し，

旦つ， 伎の欠点と長所を綜合して伎を評価するために， 設の思想、と行為を深く探索する.

第ーの者iこ対して辻，大胆に設の弱点を詣播し，且つ，彼自身がこれに気付き，理解して

この弱点を矯正せんことを期待し得る.第二の者一一一発達しているが疲労困鍾した者一一ー

を勇気づけ， 今後の速やかな発達のために新たなエネルギーを彼に与えることが出来る.

正しい道からそれてゆく第三の者を，再び元の活動に向かわせることが出来る.第四の者

に対しては，彼が，設の力の一部を奪うものを払いのけ得ないながらも，残りの全ての力

を進歩に対する協力に向けている時，設の事業;こ免じて彼を赦すこともできる.第五の者

からは，断乎としてその坂酉を岩手iぎとり，復の裕悪さや反動性を暴露し得る.黙し，これ
ーー-ーらすべてのことを為すには研究が必要である一一ー人間の中にひそむ也ならぬ悪を研究し，

人間の詑力と相主主んでその弱点を研究し，その輝やかしい長所よりもその俗悪な面を一層

多く研究する必要がある.
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正にこのように，批判的思索は，居心地よい片隅や人生の静かな隠れ家で殆ど休息する

いとまもないのである.従JI震な妻と愛らしい子供達・保証された生活と立派な地位・非の

打ち所ない報告とやましからぬ良心・巨大な学殖と学者としての名声・争う余地なき芸術

的才龍とその咋品に対する多額な報醐一一これらはすべて素晴らしい，これらはすべて幸

ー・・・・福である.然し，これらはすべて文化的な人間生活のメカニズムに過ぎない，この表面き

らびやかで絶えずあくせくした生活の中では，人間が，一生を過し得るのは人間としてで

はなく，考える蟻としてである.子供を沢山こしらえる父母・昌己の収入を湯水の如く費

泊する資本家・仕事を命ずる官吏・学位論文を書く学者・時代の美的趣味を満足させる芸

術家達が，年々歳々世代毎iこ練り返すことを， ひたすら促進しているだけである.

人間の蟻塚が人間の社会に変ずるのは，苛棄なき精神的欲求を伴った批判が，居心地よ

い片隅の平和な幸福又は眠り込んだ旧漬塁守を破壊し始める時だけである.貞実なる夫婦

よ，果して君達は，誠実に・人間的に・自覚的に互に愛し合っているか?君達は本当に子

供達を正しく発達させているか，只沢山彼等を生んでいるだけではないのか?幸運な投機

家よ，本当にお前は自己の財産と地位を競いて手に入れたのか?王直な官吏よ，お前は本

当に社会のために働いたのか?多くの著書を発表した学者よ，お前は本当に科学を前進さ

せたか?芸術家よお前は完霊な詩的作品を本当に創造したのか? これらすべての生活形

態一一それらによって諸君が美々しく身を飾り，神聖なものとして身に櫨っている所の生

活形態・諸君が生活のより所とし，旦つ諸君の全生涯がそれらの完成に費やされる所の生

活諸形態，一一諸君がこのようなものに仕立て上げた現在の生活形態、は， 本当に合理的な

人間的内容を包蔵しているのか?それらは，真理と正義の名iこ於て別なものであっては本

当にならないのか?それらを蘇がえらせるために，それらに対して戦かつては本当にいけ

ないのか?本当にそれらは鵠橡ではないのか，諸君はそれらの偶像を据にして，自己の113

漬墨守・思索に対する告己の恐姉・狭義に於る自己のエゴイズムに路拝しているのではな

いか?その代りに真に神聖なものを揖えるために，これらの縄橡をその台座から引きずり

下しては本当にいけないのか?

恭し，患うに，ここで四方八方から反援の声が湧き上るであろう.何個人だって!単独

の敢るにも足りぬ無力な個人が，民族の壁史・人類の歴史によって作歩出された社会的諸

形惑に批判的態度で臨もうと考えるんだって!すべての他の社会成員が神重視しているも

のを，個人が梶像としてくつがえす権利があり，且つ， くつがえす力があるものと自己を

見なすんだ‘って!それは犯罪的だ，個人誌多数の前では権利を持っていないのだから.そ

れ詰有害だ、，社会的諸形態に満足している多数の幸福は，それらを悪として否定する個人• • • の苦悩よワ重要だから.それは不合理だ、，所与の社会的諸形態を作り出した多くの世代は，
・4・・

総捧としてはあらゆる諸個人より聡明だから.それは無分別だ，社会とその壁史の前で誌

個人は無力だから，一一一これら四つの反駁をJI買を追って考究してみよう.

先ず第ーに，権利について.進歩は存在していなし、か，でなければ嘘偽と不正の意識を

社会的諸形態へ具現化したものである.私は，現存のものと異った形で真理と正義を認識

し，現状に於る嘘鵠と不正を指摘し，この認識された嘘鵠と不正に対して闘争しようと欲

している.これに対する私の権利を否定する権利がどこにあるのか?現在の諸超人にある

のか?然し，彼等が私に，私、の誤っていることを証明するのはよい.私と論争するのはよ
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い.悲と戦うのはよい.それは設等の権利である. 私はそれを否定しない. だが私も亦，

彼等が誤っていることを彼等に証明する権利を有し，後等と論争し戦かう権利を有してい

る.全一体としての社会にあるのか?然し，それは抽象的なものである.抽象的なものと

しては，具体的存在たる私に対して何等同等の権利を有しておらず，その具体的内容に於

ては，私以上に多くの権利があるとは云えぬ諸個人iこ分解してしまう抽象的なものである.

歴史にあるのか?然し，歴史のあらゆる現実的内容は，矢張り諸椙人の行為から成ってい

るー後等の中或る人々辻世を去った.死者は生きている私に対して何等の権利も有してい

ない.他の生きている人々辻，私と同じだけの権利を有するに過ぎない.かくして，真理

ーーと正義のために戦かう権利を，何人も私から奪うことは出来ない.私自身が，私の行為か

・-ら生じ得る害悪、の名に於て・社会の麗史的理性を考慮、に置いた主題人の理性に対する不信

の名に於て・組識fとされた社会の巨大な力を考慮、に置いた私の無力の名に於て，この権利

を自分から取雪上げない譲り，第一点は個人が勝った，残るの辻三つである.

私が社会に対して，その諸形態に於る嘘鵠と不正を指携し，真理と正義を現実記しよう

と努めることから，し、かなる害悪が生じ得るというのか?若し，誰一人私の言葉に耳を藷

さないとしても，又若し私の行為が成功しないとしても，苦しむのは私一人であろう.若

し，人々が私の言葉に耳を藷し，よワ多くの真理と王義を内包する社会が建設されるなら

ば，それは害悪ではなくて利益であろう.何故ならば，社会的諸形態、iこ於る真理と正義は，

諸個人にとって最大の快楽の条件であり，立つ，最大多数の諸詔人に快楽を拡大する条件

だから.若し，一部の人々が私の言葉に耳を蒸して訟に味方し，也の人々が敵対するなら

ば，社会機構の諸寵宜を享受しているすべての者の平安を一時的にかき乱す闘争が開姑さ

れることはいうまでもない.或る者達は，設等が不正な社会的諸形態によって楽しんでい

るのだという意識が，今や彼等の心中に高まってくるが為に，楽しむことが出来ないであ

ろう.又他の者達は，役等の敵が彼等の牙~藷をするであろうし，更には又，今にも役等の

平安に結末がやってくるだろうとしづ恐怖がつのってくるが為に，楽しむことが出来ない

であろう.これが，所与の文明の諸寵宜を享受している者すべてにとって，不愉快な事態

であることは論を侯たない.だが，これを絶対的に害悪と呼び得るであろうか?まさかそ

んなことはあるまい.安定した生活の中にもたらされたなんらかの無秩序の中から，時に

は有益な諸結果が生ずるという若干の開を，怠は前の書簡で引用して置いた.私が読に第

三と第四の書簡で語った所であるが，現在までのところ進歩の諸復宣を享受しているのは

極めて窪かな少数者だけであり，設等の発達のためには計算することすら不可能な代鏡が

支払われており，且つ，この代償は，真理を社会におし拡め，より多くの正義を社会に実

現しようと努めることによってのみつぐなわれ得るのである. 若しそうであるとすれば，

このような具現北のための爵争は，害悪でないのみならず，所与の文明を強屈にする唯一

の手段である.多数者は何時し、かなる持にも苦しんできた，従って一一苦悩は人類にあっ

ては別に珍らしいことではない.唯この苦悩が，歴史にとってできるだけ無駄ではないよ

うに努力しなければならない.一体いかなる苦揺が，真理と王義の実現をもたらす苦'脳以

上に有益であワ得ょうか?第ーに，所与の文明の諸復宣を享受している幸運児達は，若し

その享受に対して幾らかの苦悩を支払うとしても，それによっては，無数の人間が彼等のた

めにこれまで嘗めてきた苦悩を，殆ど震い得ないであろう.第二に，若し害悪の量を算定
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し得るとしても， 次のことがらを銘記すべきだ，一一一歴史は現代の世代で終りを告げるの

ではないということ，他の諸世代がこれに続き，或る行為によってもたらされる害悪の絶

対量は，この行為のために未来全体に追加される悪の増大量全体によって計量されるとい

うことがこれである，若し私がより多くの真理と正義を社会的諸形態に具現fとすることの

実際的促進に成功するならば，生活の中にもたらされた善の一部を享受するであろう一連

の後続世代にとって，悪の量は減少するであろう.若し私がこれを拒否するならば，彼等

の苦悩は増大するで島ろう，然し，現在の社会一一或いは，より正確に云えば，現在の社

会機構の諸便宜を享受している小数者の毘ーーでは，苦悩は幾分減ずるであろう.だが実

際にはそれすら疑わしい，何故ならば，社会に真理と正義が少なければ，それだけその社

会では或る人々の苦悩は多く，他の人々の倍値は低下するから，かくして，一面からすれ

ば，多少とも長期にわたる一連の世代にとって明白な害悪であり，他面からすれば，現存

の世代にとって疑わしい利益である.どちらの側に組すべきかなどという問題であ 9得る

だろうか?一体全体何が不J愉快なのか?若子の人々が，彼等にとって昨日真実であった

形態が実は真実ではないということ・発達した人間はそれを享受すべきではないというこ

とを理解すると長定しよう.誤謬を自覚する不始快さは，果して悪であろうか?人間的な

社会に転ずるための途上で，社会的蟻塚が一歩前進するものと仮定しよう.人間が人間ら

しくなることが，果して悪であろうか?かくして，真理と正義のための戦から生ずる科益

は，若し本当の真理と正義が問題でありさえするならば，又若し成功が可能であるならば，

ともかくも疑う余地はない. 私が闘争の害悪を認めるのは，一一従って私が爵争の権利を

岳分から取り上げるのは一一ー真理と正義の自己の理解に疑需を抱くか，或いは，私の信念

を具現化する自己の無力を確信する場合だけである.一一個人は第二点で勝利を得た.第

-ーー・・・三点、を敢りあげよう.社会的諸形態に対する個人の闘争が，どれ程不合理なものと認めら

れ得るかを考察しよう.

自己の知識と自三の智力を批判的に考察する信人が，所与の部門に於る自この知識を楕

足し，自己の患考をこれに向け，一定のイ言念に到達した.所が，この信念が，歴史的に作

り出された形態に一致しないことがはっきりする.すると設に向って人々は云うであろ

う，一一服従せよ，何故なら，民族精神・人類の経験・竪史の理性は，お前に反対なのだか

ーーーーー，らと.これらの論拠;こ基いて，自己の信念を不合理なものとして放棄する十分な理由が信

人にあるであろうか?

民族精神とは何か?物質的諸特質は，或る環境の影響下で生活する一連の世代に，民族
. . . .ー

性の不可避的な自然的基盤を付与する.この一連の世代の中歴史的に生活した雀かな小数

者が，彼等の文化を一一程度と形を異にして種々の民族賠層に拡がり・さまざまな形で

民族的習漬・民族的漬習になった文化を創造した.この小数者に欝きかけ，且つ彼等を通

して多数者にも働きかけ得る諸個人が，時々現れた.これらの諸個人は，以前の文化的諸

形態の中ζ新らしい思想をもたらし，あるいは也の文化の名に於て若干の文化的諸形態を

改革し，又時には，新たな思想に基ずいてこれらの改革を行った.民族は，自己の歴史の

し、かなる時期に於ても， これら三つの要素一一自然的=必然的要素・壁史的=習環的要

素・個人的=思索的要素一ーの結果を，岳己の生活の中に提示する.これら三つの組合せ

が，民族精神を構成してきたし，現に構成している.この民族精神の中で不可避的なもの
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は，物理的・愚土的に条件ずけられるものだけである.其の飽のすべて詰，諸個人の思考

と行為の影響によって絶えず変色する所の膏債である.諸掴入が殆ど思索せず，殆ど行動

しないならば，多数の世代にわたって習慣は変色しない.その文化は自己の諸特賓を温存

し， その文明は益々停滞に陥いり， 民族精神は益々国定し，全く動物の習性でも記述す

るように記述し得る諸形態をとる.だが，諾倍入が活動的で、あり，彼等の思考が少数者の

狭い枠に止まらずに多数者の中にまで拡がろうとするならば，習慣は殆ど安定するいとま

がない.文イとは小数者の中で急速に変化して，幾らか緩慢に多数者へ拡がってゆき，文明

は硬化するよりは寧ろ，路弱なものとなる危険を冒す.このような場合，民族精神を決定

することは頗る困難であり， これを論ずる著述家の大部分は互に意見を異にする. 勿論，

社会には，共通の自然的=必然的基盤の上に，歴史的な習慣的文化の若干の層が，小数者

に於るより急速な文化の変化と多数者に於るよ担緩慢な拡大の結果として，存在している.

著述家は，自己の発達程変iこ恋じて，彼に最も気に入ったいずれかの層に民族精神を帰着

させ，いずれかの典型的時代の中に真の民族の摩史を見出す.真の民族精神を表現する典

型的フランスはどこにあるのか?とフランス人に尋ねて見給え.すべての正統王制・選挙

王制・纂奪王制の没落の後tこ，恥ずべき帝都の没落の後に，表立つた庇護者の裏切りによ

って血潮の中に息、絶えたり，売られたりした共和国の幾多の試みの後に，諸君は今，文学

の中・社会の中・現在の専攻的な議会の中に，あらゆる党派の代表者達を一一役等がその

伝統を支持している持代の皇室史においてこそ，民族精神をもった真のフランスは，具現fと

されたのだということを，証明するであろう所のあらゆる党派の代表者達を見出されるで

あろう.或る者は，熱烈なカトリシズム・ラシーヌ・ブアローを擁するアンシャン・レジー

ムとルイ十回世を指すであろう. 次の者は<<人間の諸権利>>を掲げた一七八九年を，第

三の者は，ロベスヒ。エール或い詰ノξブーフを，第四の者は， 小さな伍長を， 第五の者は，

ノレイ・フィリップ治世下の騒然たる議会主義の時期を指し，第六の者は，第二帝館下の

くく平安・富・栄光》の時代を顔も赤らめずに挙げ， 又，ノレイ聖王や異端審問の時代に遡

-ーー ・ーるような人々もあるであろう. しかも皆が皆，これがフランスの真の民族精神の時代であ

る，という論証を挙げるであろう.ロシヤの真の民族精神はどこにあるのか?と我々の同

胞に尋ねて見給え.或る者は，ストグラフと《ドモストロイ》を有するイザン・ワシーリ

ェヴィチ雷帝のモスクワを指すであろう.或る者はノヴゴロドの民会の鐘を，或る者は

《美しいお日様》ヴラジーミル公・史謡のスヴャトゴーノレを指すであろう. 又， 偉大なる

ピョートル大者を，偉大なるヱカチェリーナを，諸改革を行ったスベランスキーを数えあ

げる者もあろう.或る者は 1854年を，或る者は 1861年を，或る者は 1863年を，又或

る者は 1889年さえを選ぶであろう.そしてこれらの人々すべてが論争し，すべての人々

が， 真のロシヤ民族精神は， ここにおいてこそ把握され， 推察され， 具現住されて，神

話に，習俗に，法令や言葉になっているということを，証明するであろう.彼等の中で誰

が正しヤのか? ロシヤ民族精神の発達はどこで停止したのか?有史能のスラヴ的習俗に

於てか? ピザンチン文化の層;こ於てか? それとも， ピョートノレの文明とその官僚制度の

層に於てか?それとも又，この精神は，あくまでも自己を保持しながら，益々新らしい諾

要素を受け入れる能力を有しており，立つ将来も受け入れるのであろうか?一一このよう

に考えない人々がいるとしても，人間の見解は多種多議なのだから，他人がこのように考

125 



ベ・エリ・ラヴロフ

え旦っこの信念に応じて行動するのは，許してやり給え.又，民族精神は，牡牛やりょう

くの如き動物語種族よりも， より広況な新らしい諸要素を摂取消干とする或る能力を， 持

っていると考えることを許してやり給え.民族精神に関する概念，より正確に云えば，所

与の民族にとっての最大の真理と正義に関する概念は，無限に多重多様なのだ万込ら，批判

的に思索する恒人が，真理と正義に関する昌己の見解を，それはそれ以前に民族精神の一

部となった多数のカと同じ位，その中のー要素になり得るのだと期待しながら，吐露し実

行するのを許してやり給え. 何故<<ドモストロイ》の著者は，民族精神を表現する権利

を私より多く持っているのか?何故，或る措置は新らしい生きた要素を民族精神にもたら

すことが出来，他の措置拭それが出来ないのか?

これに裁定を下し得るのは，歴史の批判・民族精神の批判・真理の批判・正義の批判の

みである. しかもこの批判は，語人に於てのみ実現され，立つ実現され得る.正に民族精

神ーーしかし，動物的に固定したものではなくて，人間的に発達してゆく民族精神一ーの

名に於て，悟入は，民族構神を批判し，文化的諸要素が現在変更され得ないものである限

孔民族精神の中で自然的=必然的なものと，より正しい真理・より広い正義の観点から

見て，文化的諸要素の中で改造しなければならないものを究明しなければならない.所与

の時代に於る民族精神とは，この時代の批判的記思索する諸個人一一民族の護史を理解し，

且つ，その現在の中に出来るだけ多くの真理と正義をもたらそうと希求する諸個人一ーの

精神である.全く同様に，人類の経験も，批判的に思索し精力的に希求する同様な諸個人

による人類史の理解に外ならない.ー一一歴史の理性に関していえば、，若しこの理性が公式

の枠外の何かであるとしても，それはたかだか言葉であ孔空想家にとっての幻・臆病者

にとっての妖怪を出ない.多数者は常に必然性に膿従し，小数者は常に享楽を求めてきた.

霊かな諸信人だけが，真理と正義を理解し実現しようと欲してきた.明瞭に過去を理解し，

精力的に真実を希求する個人は，その本性からして，人類の真の経験の正当な評価者であ

り，歴史の真の理性の正当な解釈者である.

かくして，若し入聞が，過去の明瞭な理解と真実に対する精力的な希求とを自覚したな

らば，社会の歴史的諸形態の故に，自らの謡養した信念を，設は拒否し得ないし，拒否し
ーー .. .. 

てはならない.何故ならば，理性・利益・権利は役の味方であるから，彼がなさねばなら• ぬことは，切迫した闘争に錆えて昌己の力を量り，現に設の持つ力を無益に浪費せず，そ

れちの力を出来るだけ増強し，可能なもの・達成し得るものを評極し，自己の行動計画を

熟産し，そこで決心をつけることだけである.かくして，最後の一点だけが残っている.

晋虞・慣習・法捧・社会の仕組・物質的力・道徳的後光によって守られた社会的諸形態

に対する個人の闘争は，無分別である，という話であった.一般大衆中の多くの者が，単

独で戦う個人と同じ位それぞれ強力である場合に， しっかり結束した彼等大衆に対して一

体信人は何をなし得るのか?

然し，一体歴史はどのように進行してきたのか?誰がそれを前進させてきたのか?一一

単独の爵争する諸個人である.ではいかにして彼等はこれを成し遂げてきたのか?そのた

めには，彼等は一つの力となったし，又ならねばならなかった.従って，第四点試，一星

護雑な答を要求する.社会的諸形態の前では，個人は事実無力である，然し，それらに対

する個人の爵争が無分別であるのは，彼が力になり得ない時だけである. 然し，霊史は，
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これが可能であること，これこそが壁史に於て進歩を実現する唯一の手段であることを託・.. . . 
明してし、る.かくして，我々はーーか弱し、諸個人がし、かにして社会的力になったのか?一ー

という問題を提起し，解決しな吋ればならない.

書簡其の入

成長してゆく社会力

《戦場の一人は，戦士でない》という古い諺があるが， 社会的諸形態の批判とそれらの

中に正義を具現化せんとする穎望とを抱いて，社会の前に立ち現われる個人は，無力な一

倍の人間として，勿論とるにも足らぬ存在である.それにも拘らず，このような諸掴入が，

社会的力・社会の推進者となって，歴史を創造した.一体彼等は，いかにしてこれを成し

遂げたのか?

先ず第一に認識しなければならないことは，或る活動家が実際に批判的に思索する個人

であるならば，復は決して孤独でiまないという事実である.彼の社会的諸形態の批判は{可

にあるのか?それは，現在の社会的諸形態に於る諸欠陥と正義の欠除を，役が他の人々よ

り一層明瞭深刻に理解したということにある.然し，これがその通りであるとしても，非

常に多くの人々が， これら諸形態の重正の下で，苦しみ・歎き・もがき・破滅している.

唯彼等は，批判的思索が十分でないために， 何故吉分達が苦しいのかを理解していない.

然し，彼等に説明してやれば，後等法理解することができ， しかも，理解する人々は，最

初にその思想、を語った人と同じ位良く理解し，若しかすると一層良く理解するであろう.

何故ならば，恐らく彼等は，この思想、の正しさをその最初の宣奉者よ 9逢かに完全に逢か

に多面的に，苦しみ抜いた上で了解するであろうから.かくして，社会的語形態に対して

闘争を開始した個人は，自己を完全に孤立させないために，ひたすら自己の思想を述べて

飽の人々に理解させなげればならない.若しこの思想、が正しければ，彼は都立しないであ

ろう.伎は，最も新鮮な戚受性豊かな思想、を有する人々の簡に，意見を同じくする同志達

を持つであろう.彼等は彼に知られておらず， ，まらばらに分散しており，お互いに相手を

知らず，彼等を搾し潰す悪の前で自己の孤立と無力を感じている.彼等を押し潰す悪を彼

等に説き明かす言葉が伎等に達した時，彼等は恐らくー屠不幸になった.然し，彼等は到

る所に存在している.思想が正しく真実であればある程，彼等の数は益々多い.これは目

に見えない戚知されない力・まだ行動にあらわれていなし、力である，然し，既に一つの力

である.

力の行動があらわれるためには，手本が必要である.個人が，自己を諒立したものとし

て或じないためには，伎は，どのように彼が苦しいか・侍故これ程に苦しいかを理解して

いるのみならず，この悪に抵抗して行動する也の掴人の存在していることを，知らなけれ

ばならない.必要なのは，言葉だけではない，実行も必要だ.全てを賭け・全てを犠牲に

する覚語を有する精力的・熱狂的な人々が必要である.殉教者達が必要だ、，彼等の伝説は，

彼等の真の価値・彼等の実際的な功積を這かにしのぐであろう.人々は，彼等になかった

活動力を，彼等が有していたかのように考えるであろう.人々は，彼等の後継者達が完成

したより良き思想・より良き戚情を，彼等の口から発したものとするであろう.彼等は，ー
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般大衆iことって全く及びもつかぬ理想となるであろう. 然し，その代り，彼等の伝説は，

闘争に必要なエネルギーによって多くの人々を鼓舞するであろう.決して語られなかった

言葉が繰9返されて，始めの中は意味がよく分らないが，次いで次第に良く理解されるよ

うになるであろう.理想的な歴史上の人物を決して鼓舞しなかった患想が，ずっと後の世

代の事業に，あたかもその示唆を受けたかのように，具現化されるであろう.破滅してゆ

く人間の数は，ここでは重要でない.伝説は，絶えず可能な局限まで彼等の数を増大する

であろう.歴史が証明している如く，社会的諾形態を擁護する保守主義達は，賞讃すべき

献・身の情を以て，常に極めて多くの被滅した関士達を一般大衆に能拝させてきた，一一部ら

かの社会的形態に対する反抗は，その英雄達の長い殉教者列伝の作成に設立つということ

を見せつけるために一一闘争のこの段措では，批半日的に思索する諸語入は自分達の前に既

に現実的な力を有しているが，ただそれは整然たる力ではない.この力は，最初に自につ

く詰らぬ些事のために，大部分無益に費やされる.人々は悪の具体的なまちらわれによって

破滅し， しかも悪の本質辻依然として少しも変らない.苦悩は減少せず，恐らく増大さえ

するであろう，何故ならば，関争が激化するにつれて敷の怒は烈しくなるかち.関士達自

身の開に反百・分裂が始まる，何故ならば，彼等が苛烈に欝争すればする程，益々烈しく

互に監視し合うであろうから，活動家達が全精力をふるい，あらゆる犠牲を払っても，結

果は取るに足らない.力はあらわれた，然し，空しく設費される.それにも拘らず，これ

は既に力である.自覚的な力である.

力が空しく浪費されないためには， これを組織しなければならない. 批判的に思索し，

精力的に願望する諸個人は，闘争のみならず勝利をも希求しなければならない.そのため

には，達せんとする目的のみならず，その達成を可能ならしめる諸手役をも理解しなけれ

ばならない.若し爵争が重大なものであれば，存在意義を喪失した社会的諸形態に抵抗す

る闘士遠の中には，自弓の苦悩のために戦い立つこの苦悩をもっぱら他人の言葉・他人の

思想、から理解した諾個人だけがし、るとは摂らない.闘士達の中には批判的に事態を熟考し

た諸錨人もいる.彼等は，互に同志を見付け出さなければならない.彼等は毘結して，生

れ出た歴史的力の雑然たる諾要素に整然たる秩序と一致を付与しなければならない.その

時力辻組識され，その行動を所与の攻撃目標に向け，且つ所与の自的のために集中し得る.

今やその課題は，最小の力の消費で最大の事業を成し遂げる，という全く技徳的なものと

なる.無意識的な苦悩と夢想、の時期辻過ぎ去った.英雄的活動家・熱狂的殉教者・無分別

な力の浪費・無益な犠牲の時期は過ぎ過った.落ちついた意識的活動家・慎重に計画され

た攻撃・着実密な思考・毅然たる忍耐強い活動の時期が到来した.

これは最も密難な段階である.最初の二つの段指は，自然に発展する.つまり，苦a悩が

一個人の中に思想、をはぐくむ，この思想、が語られ拡がってゆく，苦悩は自覚的なものとな

る，ここかしこにより精力的な諸個人が出現する，殉教者達が現われる，後等の破滅がエ

ネルギーを増大させる，これらのエネルギーが闘争を強化する.これらすべては，一切の

岳然現象と同じように，一つ一つ不可避的頗序を追って生起する.この現象が，大なり小

なりの規模でくり返されなかったような時代は存在せず，時には，それは掻めて広汎に展

開された.然し，存在意義を喪失した諾形態に対して，真理と正義のために戦ったあらゆ

る党派の中で，勝利を寂めたものは非営に少ない.其の他の諸党派は，破滅したり，分裂
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した孔生気を失ったりした.それら誌，新らしい時代が新らしいプロテストを生み，新

らしい諸党派を形成した時，消え去ワ，それらの時代は二震と婦ってこなかった.これら

の党派が勝利を収め得なかったのは，ただそれらが，自然的な方法で最初の二つの段階を

進んでゆく際に，第三の段階を創造し得なかったからである.何故主らば，この第三の段

階は自然に実現されるものではなし、から.この段階は，そのあらゆる細部・原因と結果・

自的と手段にわたって熟考されなければならない.多くの個人的な不協快なことがあって

も，又退窟で単調な活動一一多くの場合人目につかず評価もされない活動ーーをしなけれ

ばならなくとも，この段階を求めなければならない. 断乎として求めなければならなヤ.

忍謝強く不成功を堪え忍び，一つ一つの情況を利用し，何人をも何物をも見落さず，全力

をあげてこの段階を準備し・維持し・訪構しなければならない.これは，人間的に熟考さ

れ，人為的に創造される段階であり，この段階は，出来るだけ速やかに経験してしまうこ

とが望ましい.何故ならば，この設措が継続する間ずっと，諸党派辻，一切の生命あるも

のを脅やかす諸危険に極度にさらされるからである.これらの急挨は，文明の進歩を論ず

るに当って私が既に語ったもので，連繋が強固でないために崩壊する危険・一面的志向の

沈滞の形で硬化する危険が即ちこれである.諸党派にとって，これらの危険は，この段潜

で最も強力である.それは，党派がこの段階に於てのみ有機的な生活を営なみ，様々な諸

機関が全部一つの活動に集中されるからに他ならない.崩壊と硬化が破滅を以て脅やかす

のは，有機棒だけである.この段階iこ至るまでは，諸個人は欲望iこ寂従していたが，欲望

は，諸情況に重接由来するが故に，強屈である.今や諸個人は思考iこ服従しなければなら

ないが，思考は，それが明瞭である場合にだけ，強固であ孔患考の明瞭性は，多面的な

欲望そのものによって絶えず脅やかされる.そこでこの段譜の主要な諸冨難が何にあるか

を検討してみよう.というのも，諸個人はこれらの困難に打ち克って初めて，真理と王義

のための爵争で社会に於る現実的な組織的力になるから.

批判的に思索する諸個人一一彼等は，抱の人々よりも多くの能力と精力を有しているが

故に正に党を組織するために結集しなければならない一一ーはより明確な個性を持って L、

る.彼等は自己の思索する習慣を語養した， それ故に，他人の見地に立ってこれに従う

ことは，彼等にとっては，他の人々より困難である. 彼等は， 行動の自主性を掻養した，

それ故iこ，自ら良しとするところと全く違ったように行動することを自分に強いることは，

彼等にとっては誰にとってよりも国難である.彼等は，社会のIS漬墨守の中にあって自己

の自主性を誰よりも長く守9通すことが出来た，それ故iこ，彼等にとっては，単独で行動

するのが最も好都合である.然しながら，告主的に思考し・自主的に行動し・精神的孤立

に環れたこれらの人々こそが，今や結果し，団結し共に考え，共に行動し，強力で統一的

な或るもの一一集団的力によって強力で，抽象的一致によって統一的なものーーを組織し

なければならない.設等がi日漬墨守の同{と作用から守ってきた担性・彼等が全く'慣れ親し

み且つ非常に大切にしてきた詔性は，全体の思想方向，全捧の行動プランの中で消失しな

ければならない.設等は有機{本を創造する.然し，彼等自身は，この有機体の中で諸機関

の地位におさまる. しかも，彼等は自発的にこれを行なう.

これらすべては，頗る困難なことである.これらの精力的な諸信人の間には，分裂と反

自の危険が絶えずつきまとう.然し，反目立，今や前の段措iこ於る場合と全く異った意義

129 



ベ・エリ・ラヴロフ

を有している.極性的行為が優越していた前の段階，実例と個人的エネルギーによる宣抵

の時期には，何のためにエネルギーを消費するかという事情はさして重要ではない.エネ

ルギーがありさえすれば，台座に祭り上げてその名前と手本によって新らしい事業に奮い

立つことのできる英雄が現われるだろう.相互の無益な関争に力を使い果した二人の仇款

が， ヴォノレテーノレとノレソーの如く，子孫、達のパンテオンの中に隣り合って並ぶことも可能

である. 然し， 今や分裂は死を;意味する，全体の事業の勝利と党の未来の否認を意味す

る.そこで，自主的な諸個人は，極めて貴重で深遠な彼等の信念にやがて勝利を可能なら

しめんがためだけに，自己の習慣的見解の一部を譲歩し，旦つ昌己の習慣的行為の一部を

放棄しようという確国たる意図を抱いて相集まる.彼等の一切の思考力は，再び自己の精

神，自己の行為の批判に向けられるーーしかもこれは，これらが本当に正しく真実である

かを認識するためではなく，これらが自己の志向，自己の信念の本質と本当に密接不可分

であるかという問題を解決するためである.若し，密接不可分であれば，設は，昌己の栢

値を失わずには，且つ自三自身の中にある貴重なものすべてを議牲にしないでは，この一

部を放棄することは出来ない.たとえ昌己の諸理念にとっての勝利の可能性が開題である

としても，放棄することは出来ない.何故ならば，勝利を得るのは，その場合に詰，自己

の諸理念の名称だけであって，それらの名称の陰には，本人ですらその中に自三の諸理念

を見分け得ぬ程裕悪化され歪曲された何ものかが諮れているであろうから.共同の事業を

目指して結集する諸積人は，どこまで譲歩が可能であるか，どこで事業への裏切が始まるか

を，完全に理解して始めて，力強い精力的党派を組織し得る.若し，彼等が露ほども譲歩

しないという断乎たる考えで集まるとするならば，彼等;こは集まる理由は荷もない.彼等

にとって，共同の事業は存在しない.彼等辻各々，進んで他の人々を自三の思考システム

の手段にーーその中でこのシステムが信念と習慣に於る一切の本質的なものと鍔然的なも

のを含んだ全一体として形成される如き手段にするであろう.然し，互に梧手を精神的奴

隷にしようとするこのような集りは，党派の組織ではなくて，一個人の衝動と昌的のため

に，すべてをメカニズムに変えようとする試みである.各人は，自己の晃解に於る本質的

なものを，習漬的なものから区別しなければならない. 各人は， 本質的なもののために，

習環的なものを一一それがどれ程貴重なものであろうとも一一犠牲にしようという決意を

抱いて，同盟に参加しなければならない.各人は，自己を全組織体の一機関と見なさなけ

ればならない.彼は，生命のない道具でもなければ，無意味なメカニズムでもない，だが• • • 矢張り，彼は単なる一つの機関である. 彼は， 自己の機構，自己の機能を有しているが，

全体の統一に張従する.これが，条件である，組織体が生きてゆく不可避的条件である.こ

れが，一致した行動の条件，勝利の条件である.• • • • • • 然し，反自が致命的であるとすれ江，習漬的なものに於る譲歩が必要で、あるとすれば，

-・・・・・諸個人が共同の事業に服従しなければならないとすれば，本質的なものに於る譲歩も，矢• • • • 張り同様に致命的であろうし，活動家達が，他人の思考の機械となることなしに思索する・.. . . . 
~入として踏み止まることも，矢張ザ同様に必要である.自三の{言念の中で本実的なもの

を譲歩した者は， 真面目な信念など全く有していなし、のである. 彼が奉仕しているのは，

理解され・熟考され・希望された事業ではなくて，無意味な言葉，空患な響である.勿論，

勝利は，強患な同盟なしには，行動における続ーなしには不可能である.勿論，勝利はす
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ーー・・べての爵土にとって望ましい.然し，勝利それ自体は，思索する人間の巨的であり得なL¥

-ー勝利が何等かの内的意義を有することが必要である.重要なのは，誰が勝ったかではない，• • 重要なのは何が勝ったかである.重要なのは，勝利する理念である.若し，理念が譲歩の

ためにその全内容を失ったとすれば， 党は意義を喪失し， 党には何らの事業も存在せず，

個人的優越だけが論議の対象になる.その時には，真理と正義のための戦士達の党は，彼

等が款として戦っている社会機構の!日慣墨守主義者達と，少しも異なる所がない.彼等の

旗印には，かつては真理と正義を意味したが，今は全く意味のない言葉が，掲げられてい

る.役等は，これらの響き高い言葉を幾度となくくり返すであろう.これらの言葉に昌己

の理解・自己の魂・自己の生活を託する青年達が.彼等を信頼するであろう.だが，青年

達は，その指導者達やその旗印を信じなくなるであろう.裏切者達は，泥の中を昨日の聖

物を曳きずってゆくであろう.反動主義者達は，これらの旗印一一それらを掲げた者達自

身によって汚された旗印一ーを噺笑するであろう.隼大な不滅の言葉は，それらの意義を

回復し，且つそれらを現実fとする所の新人達を待望するであろう.勝手Ijのためにすべてを

犠牲iこした古い党派は，恐らく勝利を収めないであろう，そしていずれにせよ，空虚な停

滞の中で枯死するであろう.

かくして，党の組織は，勝利のために必要である.然し，党が生きた組織体であるため

には，全体tこ対する諸機関の服従と諸機関の生命力とが同様に必要で、ある.党派は，思索

し，信念を有し，且つ精力的な同盟者達によって形成される.彼等は，何のために結集す

るのかを，明擦に理解している.彼等は，自己の自主的信念を極めて大切にする.彼等は，

これらの信念の勝利のために，可能なすべてを成し遂庁ょうと昌く決意した.彼等は，こ

れらの諸条件があってはじめて，彼等を脅やかすこつの危険一一分裂と{亭滞ーーを免がれ

ることを期待し得る.

これらの諸条件が，充たされたものと坂定しよう.批判的に患索し，糧力的に穎望する

諸侶人が，結集して党を組織した.黙し，このような組織の発生を可能ならしめたこれら

の諸条件そのものによって明らかな如く，党の組識者達に課さるべき諸要求を完全に充た

し得る人々は， 批判的に思索する諸個人の関にすら極めて僅かしか存在しないであろう.

・-ーー・然し，彼等辻，第一に，同様に批判的に思索する人々の聞に可能性ある同盟者達を手干して

おり，第二に，批判的患索に到達してはいないが，社会的無秩序そのもの一一それを除去

するために党が組織される一一ーのために苦しんでいる一般大衆の中に不可避的同盟者を有

している.

先ず，前者について語ることにしよう.彼等は，先にも述ベた如く，批判的に思索する

人々，インテリゲンツィヤである.然しこの場合，強力な党の組織者となるには，後等に

は何かが欠けている.第一の人々は，すぐれた思考力を有しているにも拘らず，組織があ

ってはじめて勝利が可能であることに思い至らず，先行段階の菰立した英雄的関士達の観

点に止まった.第二の人々は，そこまで考え及びはしたが，語人的自尊心・習境的行動方

式を共同の事業のために議牲にする決心がつかなかった.第三の人々は，本質的で、ないも

のを本質的なものから十分に区別し得なかった.反対に，第西の人々は，熱烈に勝利を願

望するの余ワ，党に完全に服従し，本質的なものを犠牲にし，機械的な道具になることを

辞しなヤ，そしてこれを為し得ない人々を批難する.高それ以外の範時に属するインテリ
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グンツィヤもいるであろう. 明らかに真理と正義のために戦かう党派を組織した人々は，

味方が小数で、あるが故に，先ず第ーに，彼等の周密に散在して組織体の一部となり得るあ

らゆる要素によって，党の力を増強しなければならない.その際重要なのは，参加者の数

よりはむしろ，後等の錨笹・彼等の自主的思考・精力的意志である.彼等の中で特に重要な

のは，新らしい組織体の生命を更に発展させる自主的で精力的な党の中核となり得る人々

である.かくして，まだ運動に合流していない最初の三つの範轄に罵する人々が，特tこ重

要なものとなる.第一の人々には，事業の実践的意義を，第三の人々には，その理論的本

質を説き明さなければならない，第二の人々は， 説明抜きで事業に引き入れなければな• • • • • らない.役等は皆，将来撞めて有益な活動家になり得る.彼等は皆，可語性ある同望者達

である.若し全体の利益を理解するならば，彼等を正にこのように見なさなければならな

い.既に党組織の一部となったすべての要素並びに将来その一部となり得るすべての要素

に対する組織途上の党の活動は，この見地から決定される.

黙し，社会的党派は，書斎の学者達の党派ではない.それは，具体的な形をもった真理

と正義のために闘争する.それ詰，社会に存する一定の悪を考慮に置く，若しこれが本当

に悪であるならば，この悪の巨大さ全体を実感してはいるが，その原因もそれζ対する闘

争手段も明時には理解していない極めて多くの人々が，この悪故に苦しんでいるのである.

これらの人々が，私が前;こ語った目立たぬ英雄達で，進歩の可能性を条件ずけるのである.

これらの人々が，組織化される党派の現実的基盤である.党が組織されるのは，それが極

めて多くの諸個人一一党が敵として立ち向った悪のために苦しんでいるからこそ，党の諸

. .ーーーー・・ ーーー-ーーーー要求に応じなければならないし，党に手を差しf申べなければならない諸鱈人一ーの存在に

ついて知っているからに地ならない.これら多数の苦しみあえいでいる人々ーーより良き

未来の呂立たぬ維持者達一ーが，直ちに自分達の味方を認めず，彼等に不信の念を抱き，

旦つ洗錬された批判的思考に基ずいて開始される関争の中に，彼等自身が莫然たる欲望と

信仰によって本龍的に呼び求めている闘争を見得ないであろうということは，大いに有り

得る.それでは何にもならない.今日ではないにしても明日には不可避的な同盟であるこ

れらの社会的力との同盟を考患に置いて，党はやはヲ組織されなければならなヤ.より良

き未来のための闘争の擁護者達は，初めの中は認められず理解もされないが，自己の言葉・

昌己の行為のすべての面で，これらの同盟者達を，可能性ある同盟者ばかりでなく不可避

的な同盟者をも，考患に入れなければならない.

かくして，党は組織された.その中核は，少数の洗練された・熟考する・構力的な人々

で，彼等にとっては，批判的思考は実践と不可分である.彼等の周屈に，それ程洗諌され

ていない知識階級の人々が存在する.一方，党の現実的基盤は不可避的同盟者達一一党が

散として戦かうために組議された悪故に苦しんでいる社会的諸集国一ーの中にある.恒人

的見解に於る本質的なものと本実的でないものとの明確な区別は，党内活動の告白註びに

党外に対するその寛容を決定する.本質的でないと認められた諸論点で，党員達がいかに

意見を異にしていようとも，彼等は矢張9将来に於る有益で不可避的な党の同盟者である.

すべての党員は，本当の党員も可能性ある党員も，皆党の保護下にある.党組織に加入し

たすべての思索する個入試，現在既に党に所属している者のためばかりでなく早晩党に加

入する可能性のある者のためにも当然の弁護者となる.弁護者は，自己の被課護者の問題
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を歪めてはならない.役は唯，実際に被保護者の利益になることをすべて提示し，害にな

ることについては一切沈黙するだけである.この沈黙は嘘鵠ではない.f可故ならば，敵の
諸党派も，相手を容赦しないし又容赦しではならない自己の弁護者を有しているから.明

白に真実を歪曲する弁護者は，そのことによって，自己の旗印をも，又賢明で誠実な弁護

者としての自己自身の或信をも，傷つけるだけである.然し，敢により都合の良い論拠を

示唆するような弁護者は，全く弁護者の資格がない.党員の相互弁護，これ辻，党の最も

強力な紐帯であり，敢に対する最も精力的な抵抗である.これは，組織された党派にとっ

て，まだ党に加入していない人々を党に引きつける最良の手段の一つでもある.統一的思

想・統一的目的が党探の内部的力を形成するように，相互弁護は，党況の外部的力を形成

する.

問題が本質的なものである場合には，党員の活動の自由と党外の人々に対するその寛容

は解消する.党員であってこれを犯した者は，最早党の一員で誌なくて，童文である.党外

の人々の中で本質的な諸問題で党と意見を異にする者も，矢張り党の款である.党法，こ

れらの散に対しては，一致協力あらゆる手段をつくして戦い，攻撃を集中しつつ，組織の

全力を傾けて立ち向うし，又立ち向はなければならない.各党員は，正式の同盟者及び可

能性ある同盟者達の当黙の弁護者である.全く民様に彼は，敵と認められた者全部に対す

る当黙の検事である.この場合も，真実の歪曲は要求されない.それは誠実な検事の義務

では全くない.要求されるのは，敵の実際的失策に注意を払い，一切の告発すべき罪状を

あばき出すことである.被告を弁護するのは弁護者の任務である.弁護者の明らかに公平

を欠いた弁護が彼自身の意に反した効果を生ずると同様に，余りにも末梢的な告発は，注

意深い公衆の見る所で法，被告の事件を助長し，且つ告発者の威信を復つける.然し，散

の過失を見落し，その失策を謡す手段を敵に与えることは，党人の任務と完全に矛盾する.

思想の統ーが党の生命の基礎であ歩，党員の棺互弁護が党の紐帯であるのと同誌に，散と

の毅然たる慎重な関争は，党の生命のあらわれである.

かくして，社会的力の成長は，先ずか~~い諒立した偉人から始まって抱の人々の共鳴す

る所となり，次いで後等の無秩序な協力へ進展し，終には闘争に方向と統ーを与える党派

が形成されるまで発展してゆく.勿論，この党派は，そこで能の諸党派と出会い，そして，

勝利についての問題が，数と方震の問題となる. どこに，より多くの力があるか?どこ

に，より賢明で，より理解が深く，よワ精力的で，より老練な諸掴人が存在するか?どの

党派が，最も良く組織されているか?どの党が，最も良く状況を利用でき，最も長く味方

を擁護し，散を制圧し得るか?ここでは既に，組織された諸勢力が戦っておヲ，従って，壁

史の関心は，それらの旗印に掲げられた諸原射に集中される.

一一ここで語られていることには新らしいものは全然ない，こんなことなら前から知っ

ている，一一ーと読者は云うであろう.

若し，君がそれを知っていたのなら，大いに結構だ.歴史の中に，くだらぬ小話や作り

話を探しても何にもならない.然し，過去はどうであったか，現在はどうであるか，将来

どうなるかは，歴史において識り得るのである.社会的諸形態に対する倍人の関争と社会

に於る諸党派の闘争は，最初の歴史的な社会的組織と同様に，その発生は極めて古い.私

は唯読者に，社会的諸形惑の巨大な力に対するか弱い諸鱈入の爵争の諸条件，文化的習漬
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と噴習に対する患考の働きかけの諸条件，文明の滋溺たる発展の諸条件一一これらの諸条

件に関する古い真理を想起していただきたかったのだ. 批事j的思考を謡養した諸個人は，

ー・正にそのことによって，進歩の活動家たる権利，老い果てた社会的諸形慈と戦う権利を獲• • • • • • • • • • • 得した.この関争は，有益であり，旦つ合理的である.然し，諸個人は，それにも持らず，• • • • • • • 可能性ある進歩の活動家たるに過ぎない.彼等が進歩の真の活動家となるのは，彼等が関• • • • • 争する龍力を持ち，旦つ，無に等しい倍入から思考の代表者たる集毘的力になり得る場合

だけである.このための手段は一つしかなし歴史はその動かしがたい証拠を示している.

〔未完)
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